
 

 

 

 地域の概要  

  岩国市由宇地域は山口県東部に位置し、瀬戸内海に臨む温暖  

な地域です。江戸時代は廻船業、近代になってからは繊維工業、  

農業、漁業が町を支えてきましたが、近年は岩国、柳井地域の 

ベッドタウン化しています。小学校３校（由宇・神東・由西）、 

中学校１校、幼稚園、保育園が４園設置され、教育に熱心な地 

域です。ただ、少子高齢化が進行し、高齢化率が 31.1％であり、  

児童生徒数も減少しています。 
 

あ組織の内容  

  「由宇地域協育ネット協議会」は平成 22 年度から２年間のコミュニティ・スクールの研究を経て、

平成 24 年度正式に発足しました。本年度は組織を下図のように決め、スタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  協議会では、①各学校の現状と地域での児童生徒の様子などの情報交換、②現在、幼保・小・中学 

校で求められている地域支援の内容、③地域から学校に求められている児童生徒像、今後の由宇地域 

の教育的課題などについて協議しています。          

  昨年度の協議会の取組の柱の一つは、地域に求める学習支援のニーズを吸い上げ、その実態に合わ 

せて由宇地域全体に「由宇地域協育応援団」を募集することでした。 

その結果、現在、団体13チーム、個人32名、総勢170名（H25.12 現在）の応援団となりました。 
 

  特色・重点的な取組     

(1) 由宇中学校内に地域協育ネット事務局を設置しました。コーディネーターと補佐役の２名にお願い 

しています。協育応援団のより詳しいデータ、各学校からの要望データ、１年間の実績データの管理 

一元化をめざしました。＜毎週火・木 ９時～11時 協育ネット室駐在＞ 

(2) コミュニティ・スクールや地域協育ネットの認知度が低いため、ＰＲ活動を行っています。学校 

だより、ＨＰ、校内掲示板、ＰＴＡ広報に掲載し、具体的な活動につい 

て周知を図っています。 

(3) 学校から地域への貢献として、子どもに対しボランティア活動を推奨 

しています。双方向のかかわりにより、地域の方々にとっては子どもた 

ちの実態把握が容易になり、子どもたちにとっては、地域の方からの評 

価により新しい自分を発見する機会となり得ると考えています。  

人 口 8,690 人 

世帯数 3,819 世帯 

対象校及び 

児童生徒数 

由宇中学校 213 人 

由宇小学校 356 人 

神東小学校 20 人 

由西小学校 17 人 

 幼保・小・中を地域ぐるみで支援する協育活動 
～由宇地域協育応援団を中心とした「地域協育ネット」～【岩国市 由宇中学校区】 

会長(由宇中校長) 

   

由宇中学校学校運営協議会            地域代表                   地域内学校・園代表           事務局 

・総合型地域スポーツクラブ会長   ・由宇文化協会会長         ・由宇小学校長      ・コーディネーター 

・由宇地域主任児童委員          ・岩国西商工会副会長           ・神東小学校長      ・事務局補佐 

・教育会由宇支部長              ・由宇地区自治会連合会会長     ・由西小学校長      ※由宇中事務主査 

・ＰＴＡ会長             ・由宇町ボランティア連絡協議会会長 ・にこにこちどり園長   ※由宇中教頭 

                       ・老人クラブ由宇支部長       ・清華保育園長 

オブザーバー： 岩国市教育委員会                  ・由宇保育園長 

            

            

    

            

           

           

            

           

            

           

 

 

花の植え替えボランティア 



 主な活動の紹介   

○幼保・小・中からの教育支援要請と活動までの流れ 

由宇地域協育ネット活用申請書を事務局に提出し、事務局の地域コーディネーターから応援団に依 

頼の連絡をします。了承した応援団のメンバーは先の申請書を受け取り、各幼保・小・中学校に出向 

き、具体的な打ち合わせを行い、学習支援の当日を迎えます。 

                                        
 

○ＰＲ活動  

 

 

 

 

 

 

 成果と課題  

今年度は、協育応援団について整理し、一覧にして周知し合うこと、地域協育ネット事務局を通じ 

て積極的に、またスムーズに活用できるようなシステムづくりをすることが主な取組でした。 

【成果】 

(1) コーディネーターの活動拠点ができ、学校と地域をつなぐ活動が可能になったこと。 

(2) コーディネーターが支援要請を行うことで、教職員が子どもと向き合う時間を確保できたこと。 

(3) 子ども主体でスムーズに地域の方とつながることができるようになり、協育応援団の方々も、 

学校に入りやすくなったこと。 

【課題】 

(1)  地域の方と学校との意識がより近くなるよう工夫していくこと。 

(2) 地域が育てる子どもたちの実態について、広くＰＲすること。 

 

 今後の取組  

  昨年８月に由宇地域と由宇地域の学校を対象とした「学校と地域に関するアンケート調査」が、兵 

庫教育大大学院日渡教授を中心としたチームによって行われました。地域協育ネットを立ち上げて２ 

年目ですが、「教職員の意識と地域住民の意識の所在について」や「地域協育ネットの教育効果につ 

いて」など様々な分析がなされることになります。平成 26 年２月、兵庫教育大大学院と岩国市教育委 

員会、「由宇地域協育ネット」関係者が一同に会し、「アンケート調査結果分析による今後の地域協 

育ネットの在り方」について協議を行いました。これを受けて、来年度以降、地域の方々と協働して 

15 年間の育ちをめざす教育活動を充実させていこうと考えています。 

学年
教科
領域

内容 指導者学年
教科
領域

内容 指導者 学年
教科
領域

内容 指導者 学年
教科
領域

内容 指導者

９月 全
総合
生活

探鳥会 個人 ３～６ 総合 笠塚神楽練習 個人 4 総合 ミクロ生物の学習 ミクロ生物館 1 朝読 絵本の読み語り 個人

1 生活 月見団子づくり 個人 全 行事 別紙　文化祭講座 　

図書整理 個人

10月 １～４ 国語
紙芝居読み聞か
せ

個人 全 音楽 合奏指導(3回) 個人 3 総合
ふるさと史跡巡り・
ウォークラリー

郷土史研究会 図書整理 個人

３～６ 総合 笠塚神楽練習 個人 ４～６ クラブ 手芸クラブ 個人 1 朝読 絵本の読み語り 個人

6 家庭 ナップザック製作 キルト教室

　 　 読み聞かせ
お話ランド
お話玉手箱

11月 全
総合
生活

探鳥会 個人 1 国語 読み聞かせ 個人 読み聞かせ
お話ランド
お話玉手箱

2
別紙職場体験一
覧

　

5.6 国語
紙芝居読み聞か
せ

個人 ３～６ 総合 笠塚神楽練習 個人 6 総合
高齢者・車椅子体
験

社会福祉協議
会

1 朝読 絵本の読み語り 個人

3.4 総合 点字 6 総合 手話教室
由宇手話サー
クル

　 　 　 　 クラブ
手芸クラブ、ランチョ
ンマット

一針会

　 　 　 　 国語 盲導犬教室 天満戸

12月 全
総合
生活

探鳥会 個人 1 国語 読み聞かせ 個人 読み聞かせ
お話ランド
お話玉手箱

1 朝読 絵本の読み語り 個人

３～６ 総合 笠塚神楽練習 個人

3.4 総合
高齢者疑似体
験

社会福祉協議
会由宇支部

由宇中学校

平成25年度　由宇地域協育ネット事務局

由　宇　地　域　協　育　応　援　団　活　用　一　覧

月

神東小学校 由西小学校 由宇小学校

各団体実施のボランティア

事業を生徒会役員が全校に紹

介し、募集して多くの生徒が参

加しています。その行く先々で

学習を支援してもらった方に

も出会い、気軽に話ができる双

方向の関係になっています。 

生徒や来校者

へのＰＲのため

に、校内掲示板

コミュニティコー

ナーを設置して

います。 

この様子は、「読売新聞岩柳か 

わらばん」に掲載されました。 

校内掲示板コミュニティコーナー 

 

ボランティア活動 

年 月 日

年 月 日 （ ） ： ：

年 月 日 （ ） ： ：

希
望
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

活
動
依
頼
内
容

・

担当者

登　録　団　体　名

希望する個人ボランティア名

希望人数

記

～

６３－３９１５

場　所

利用者数
人　数

FAX番号

６３－０９５０電話番号

このことについて下記のとおり申請しますので、よろしくお取り計らい願います。

日　時
平成

平成

～

コーディネータ－

由 宇 地 域 協 育 ネ ッ ト 活 用 申 請 書

岩国市立由宇中学校

校　長　　時　光　裕　子

× ×

＝

花　岡　一　郎　　様

学　年 教科・領域 学習内容

由宇地域協育ネット

＝

のべ利用者数

６１２６平成

組数× ×

連
絡
事
項

・

1組

回数

1回

コーディネーター

が学校支援の調整を

行います。 


